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昭和53年度秋田県内における日本脳炎につ
いて一流行予測調査と日本脳炎ウイルス分
離成績について一

原田誠三良『 佐藤宏康＊ 森田盛大＊

I はじめに

秋田県における日本脳炎流行予測感染源調査は，厚生

省委託事業として昭和42年度から実施されてきたが，本

年度も昭和53年7月から 9月にかけて県内産の豚を対象

として日本脳炎ウイルスの侵襲状況を調査したので，こ

の成績を報告する．

また，同調査期間中に本県では10数年 1)ぶりに日本脳

炎患者の発生が1名みられ，さらに秋田畜産公社と畜場

に搬入された豚の流産胎児脳内から．本県では初めての

日本脳炎ウイルスが分離されたので，その概略を併せて

報告する．

11 実験材料および実験方法

A. 実験材料

1 被検豚血清

感受性調査のための被検豚血清は，表 1に示すように

表1.

昭和53年7月から 9月にかけて秋田畜産公社と畜場に搬

入され生後5ヶ月から 8ヶ月までの県内産豚を対象に，

1回につき20頭ずつ合計 140頭から採取した．

また， 1名の日本脳炎患者血清は発病後2ケ月目に採

取した．

2 ウ4・ルス分離材料

昭和53年9月26日，同と畜場に搬入された豚1頭から

流産胎児が発見された．このうち 3頭をウイ）レス分離材

料として採取し検査時まで一80℃に凍結保存した．

B 実験方法

1 日本脳炎ウイルスのHI抗体価測定方法

伝染病流行予測調査術式2)およびマイクロタイマー

法による HA•HI 試験法 3) に準じた．

2 ウイルス分離方法

豚流産胎児の脳内数ケ所を少量ずつプールし， 10彩乳

剤としたのち生後3~4日の乳のみマウスを用いた脳内

接種法4)により分離を行った．

昭和53年度［］本脳炎流行予測調査 （と場豚のHI抗体価測定）

No と畜場名 採年月血日 闘
H I 抗体価

二H1I0（陽陽性性率数） 2保M有虚数受（保性有抗率体） のH飼I抗育体地陽と性頭豚数i<lC 10 20 40 80 160 320 640 

1 秋公社田畜と産場 （昭7第和月552週35年日） 20 20 

” 2 " 品 8日 20 20 
週）

‘’ 3 99 

（8第月316週日） 20 20 

4 
99 

20 19 1 I (5彩） 秋田市金足追分II 

（8第月42週3日） (1) 

’’ 由利郡由利町
5 99 品6日 20 7 5 8 13 (65彩） 11 (84彩）

週） (13) 

” 由利郡由利町6 99 9月12日 20 5 7 6 2 15 (75彩） 15(100彩）
（第3週） (15) 
99 

7 II 9月26日 20 15 5 5 (25 %) 5 (100彩） 秋田市土崎
（第5週） (5) 

計 1140 106 1 12 19 2 34 (24 %) 31 (91彩）
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Ill 調査成績

昭和53年7月から 9月にかけて秋田畜産公社と畜場に

搬入された県内産豚140頭を対象に実施した日本脳炎流

行予測調査結果は，表 1および図 1に示すごとくであっ

た．すなわち，今年度最初の日本脳炎ウイルスのHI抗

体調査は 7月の第5週目に行なったが，この時点では未

だHI抗体陽性豚の出現はみられなかった．また， 8月

の第2週目と第3週目の調査も同様に陰性の結果であっ

た．
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図 l． 昭和53年秋田県内における日脳HI抗体保有

状況（対象：秋田畜産公社と場豚）

しかし， 8月の第4週目に入ると秋田市金足地区産の

豚 1頭にHI抗体価40倍を示すものがみられ， 2ME感受

性試験の結果，疑陽性であった．さらに， 9月の第2週

目には由利郡地区産豚の13頭にHI抗体陽性がみられ，

その陽性率は65％と高率であり，また，陽性豚のHI抗

体価も80~160倍を示し，かつ， 11頭(84.6%）に2ME

感受性抗体が認められたことから由利郡地区では， 8月

下旬頃にかなりの日本脳炎ウイルスの侵襲汚染があった

ことが推定された．本県はこの時期に日本脳炎ウイルス

の汚染推定地区となった．これに引き続き， 9月の第3

週目では由利郡地区産豚の15頭にHI抗体陽性がみられ，

その陽性率は75%と本調査期間のビークを示し， しかも，

陽性豚全例が2ME感受性抗体陽性であった．

9月の第5週目には，秋田市土崎地区産の豚5頭にも

HI抗体陽性（陽性率25彩）がみられ，陽性率では9月の

第3週目 (75彩）のヒ°ーク時に比して 1/3と低下傾向を

示したが， HI抗体価はいずれも 160倍を示し， 2ME感

受性試験でもすべて陽性であった．

一方，この時期 (9月15日）に本県では10数年ぶりの

日本脳炎患者1名（小学校4年生の女子児童）が南秋田

郡地区に発生し，当所で発店後56日目のIfn清について日

本脳炎ウイルスの血清学的検査を実施した結果， HI抗

体価25,600倍， しかも， 2ME感受性抗体が検出された

ことから真性患者と確認された．

また， 9月26日，上記と畜場のと殺豚1頭にすでに死

亡している胎児が発見されたことから，この死胎児3頭

各々について脳乳剤を作り乳のみマウスヘの脳内接種法

でウイルス分離を行なった結果， 3頭の脳乳剤全例から

乳のみマウスを発症させるウイルスが分離された．さら

に，乳のみマウスの脳内に継代し発症を起こすことを確

認した後，この脳材料の一部を予研に送付した結果．日

本脳炎ウイルスと同定された．本県で日本脳炎ウイルス

が分離されたのは，今回が初めてであった．

以上のことから，本年度の本県における日本脳炎ウイ

ルスの侵襲度合は近年になく大きかったことが明らかに

なったが，この一因としては異常高温の持続がウイルス

・蚊・豚のサイクルに好条件を与えたものと考えられた．

IV まとめ

昭和53年7月から 9月にかけて日本脳炎流行予測調査

を実施した結果，つぎの成績を得た．

l) 日本脳炎HI抗体陽性豚は8月の第4週目に初めて

出現したが，以後9月に入ると80倍から 320flぎのHI

抗体価を示す陽性豚の出現が高率にみられた．すなわち，

9月の第2週目では由利郡地区産の豚が65彩の陽性率

を示し．このうち 2ME感性抗体は85彩にみられた．

この時期に本県も日本脳炎ウイルス汚染推定地区とな

った．また， 9月の第3週目には陽性率が75彩と本年

のビークを示したが，第5週目では25%の陽性率に低下

した．しかし，これらの陽性例はいずれも 2ME感受

性抗体陽性であった．

2) 一方，本県では10数年ぶりの日本脳炎患者1名が発

生し，血清学的に確認された．

3)同時に，本県で初めての日本脳炎ウイルスが豚流産

胎児から分離された．

稿を終えるにあたり，本調査に御協力下さいました秋

田畜産公社と畜場および秋田保健所の担当各位に謝意を

表わすと共に，ウイルスの同定に御協力いただきました

予研ウイルスリケッチア部，大谷明部長に深謝致します．
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